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全捷持久性テストとしてのステッブテストの

　　　　　　　　　　　叫検討に蘭する研究(､その３ｊ

一一ｔ法ＯＳＩ］ス
－
７ プｔヌ||･と１２分ll走とfj鴎価一一

Ｔ￥ビyお'副ぶ保健体ri学研F4･

　　　　　　片岡　k･却

　いりj･FI;･1.:･:･

　む|&･¨力ZIこお11,15踏台･孵隆テストが彙身持久怜の.｀ill11どＬて，-？ｓｌ哨性に欠SjることljV(jlll,jlx.

1･i‘･哺11,1･1:1･;いてi･でにiiらかにきれている．1λ2×3，

　現石･,ilﾆ・いて．か'〕lnl。.とのa鴇をI儡めるとi･＆な|･7,ぱ，台.●jを屋!Eのものより･？りlめに[.て.

liU‘･鮎11をj1なくともＳ分間に砥jiL，自伺強11を催くｰ=l'ること１がg･豊であろう．さらに，liJt11μII;li.

h･-,;111Jj.7をｰごき･1,たIlj運動終rl鴫点|,こ近い晦闇に劃定することが精度を儡めることになるｉのど亀･えI!,れろ．

'a｣;4･さらに．脈拍測定の誤差を少なくする方法を考えなけれはならないであろう．・.lの殆んどli蝕λ

嘱】で1,11‘.51.純一になるljど●大鵬Ｌのlllきが大きい。Ｌたか．て，弱者が過大l･●価されてL,まうこと

:こな＆，

　そこで．ｔ池li.饗来の形式にとらおれないで，9nlnlax.と瑞崖の高いス９，プテストを|剛発･i'るａ

味あいにidいて，Ｏｈｉ・Ｓｔａｔ･Ｕｌｉ，ｅｙｌｊｔｙステｰ，･プテストＩＳＬてＯＳＵヌテ．プテスｌｊ』こ面

目L･た..ごの９×１は従来の方法とは鵬.,て.Mu】tislala ex･reise t･・¶.であり，退勤負閲を段

泌|･l'.Iに,1Jar,てい．て，脈拍倣が一定の水●ｌｉ５０拍／分jlご達Ｌたら，運動を中１Ｌ．その時jaをー,ａ

とする方法であり．１９Ｓ９年，ｘｕｔｕａｚ‘６‘がｚチ一一,ヅテヌトに応用Ｌたものである．その後，Cgtt.1･，

7 t.白.I戈j･,り･;rSびヽ２●濃を変化させるＫ｡Ｉ･ｕａの男法をij‘農iを一定にＬて．ＵＸふだ･ljを変化させる剛

健jﾓを報告している．

　４-随でli，中中;ａ･ｇｌｇ？２)が順法に近いカ辿でな子大掌生に･っいて測定し．重た．ｌ推支ら191U977.･

li喇ｆ大学今について．●法１スポーツ？ストとの比較を曹I。ている．テストの妥当性を検討Ｌたものと

Ｌて，|･1･・I'バｌｇ７６一．１９？９ａ到はＯＳＵｘ？．ヅ９ス・と９０９．１１／ＫＩ，-ｚ４ｊｊ－ﾀ･一将

a.随一および１２分間走とそれぞれｔ－０．Ｓ６，ｒ－０．ＳＩおよひｒ－０．ＳＩといづれ也有意な梱関を威

めた．さらaご．台座を一定1ごＬた奮法(自●３Ｓｓ，１０ｓｌ３と１０１．１ｘ／Ｋｆでliそれぞれｒ＝０．Ｓ３，

ｒ＝ｏｓ７．２１０Ｄ。途１１－０．ａｇ，ｙ＝ａ．７４，ＰＷＣ】７０とｒ＝０．７３．ｒ＝０．１５といづれ

f,1･1.aな相関関係を�めている．

　拿・では．３０咎開運動，２０一関休息を１４＝ンク'とするＣａｔｔｌｎの変法12 6 o遁法●鍼用す

ろ拿銘でli.瀾・のタイムスかジー－ルがやゝ佃魏であることから．運・一関を１０咎関趣liLて．４０咎

闇とＬ，休息２ｏ咎１併餐て，合計ａｏ秒を１４－ｙダとしたｏｓｌ]ス予９プ？ヌトを採翔L，Qol。･x

との組閣の高い１２分間走と比毅検討Ｌた．

　･:.●|２力廸)

　ｏｓｏｓ予．ヅテヌ１のー宦ｌｉ４ａＳ�の鵬台昇Ｓ，とｌａ秒●の休息を１４ｓソダとＬたスタ．ヅタ

ｘ１を台１を一堂|ごＬて．昇Ｓ・ズふを１－１イｓソダ|ま毎分２４１ｔｅｐ．７～１２イｓｙダ12毎分３１

１ｔ･ｐ．１３一一ｌａイーソダ11剱分361t●paの段階|こか１ながら達観釣|こ昇降させる力法で行，た1台高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－5－



１

は同｡作鮪台腎鸚予スＨこ用いられているものをそのまま利用し、ヨ５ｓとｌｌｓの２種とした。各２０秘

I'1!･りjlりI･!』II、岬一一､吟g･･III･7a･･ま重iごして、5S4齢ヽら１５秒後まてり｡)11}一割を触一こて撫餐｡ﾖを屋I掟し1こ。１０一喝の

1111跨¶歌が２５柏(１ ５ ０拍／分)に11S迪Ｌたら、運動を申jEさせ、それまでのイーｙダの回数を得点とＬ

た。１８イ｡一一ンク･でも１５ｕ拍／分に連Ｌなか、た場合li19息とＬた。

　SII｣にtl!｡16'Jj式の踏台昇降苧ス１も併せ蜜‐Ｌた。

　！２分一憲ｌｉ．１０ｓ栢|｡こ●纏数を指示Ｌたｌ測４００・走路を用いた。なお、すべての一定は少なく

と吃1.i!間の間隔をおいて測定された。

　肪珍貴は１８～１９才の大学生で、男子２１名、女子２９名であ。た。

　　S､li渠！考丿察

　MIヽ:1はi r･の、図4～612女子の台座３５ｓと１０ｓの変法ＯＳＵヌテ。プテス1、laよぴ踏台糾

､･･19･･トと１２分閣老との関係をそれぞれ示Ｌたものである。

　翠7･で11:!smがｒ一口､６９Ｓ(ｐ＜０．００１)ｙ－４ １．１４ ｘ＋１９ １ ７．２３、ａｏｇ●がｒ＝ａ．Ｓ？１

・Ｐ ｆｌｌ･１１１ｙ－３９．６３×４２{１２ ８．２ロとそれぞれ有意な相関が認められた。

　－jj祠､‘jl廣４ストでｌｉ、ｙ一一口。３Ｓ７ ｙ一一３．７１ ｘ＋∃０３２．０３と有意な相関は一められな

｡か･､た｡

　ゐ｡･T？l､1:15.1がｉ＝ａ､４９３ＣＰく０．０１ｊｙ＝３ ３．Ｓｓｘ＋ＩＳＯ?。４９、４０●がｒ一ａ､Ｓ９４

・Ｐ．‘･ｎ､Ｉ･１１ｖ＝４酋。２３ｘ＋１７４９．５９１男子に比Ｌて梱関係撒がやゝ低いものの、いづれも有意

え･ql叩が一｡めらかた。－・、踏台昇扱テヌ１ではｔ＝－０．２４５ ｙ＝－２．童ｌｘ＋２４２?。７１１有意な

㈲li.li､hlﾖ1゛めら11.ZCか。た｡

　l｀j､j･j､S､I､堅かI｀､一回の踏台荷扱時間が即座の３ロ齢間から１０咎間長くな、た生熹学的変化の達いに●っ

l･･てl:rl!･jJIご柳肘ｔるにＬてｉ、いづれにＬても現行法の鐘台孵降堡ｚＭご比Ｌて、変法ＯＳＵｚｆ・プタ

'･･り1:令息j-l久蜂め評価とＬて。より精度fl畠い咆のであると角えてよいと感われる。

　１２分l]･M･｡や01max.と高い相関関係(ｔ一口．Ｓ７－０．９ｏＪをも･っP●rfarm●11●であることは

でに勿II･1れている。一UU

　31 S･･‘､の1･j前の研究alでlj音感ＯＳＵヌチ。プｆｘトと１２分間走と1】－醐はｒ＝ｌ．・６(Ｐ＜

･１．０Ｍ)で･あり｡109m｡x/X●1y－0.16)や白転皐ｓル㎡ｊ一ター持久時間(ｒ－０､Ｓｌｊとの相

・･にjt[｡てや･ゝ低い相関関係であ。た。ＬかＬ、台畠を一定とＬた健一ＯＳＵヌ？・プ？ヌＨこ詞いて、

j.･7｡:し一一力lnか刺傷|ごＬて行、た研雙alでは１１Ｄｏｓ走タイふと台高ａ５ｓでlir－0.s9(pく

I'l n l1 1 7･、jOesではｒ－０．？ｌｔＰ＜０．００１Ｊと比嵯的畠い相関がＳめられた。

　こ心n.二とii、i･､jgmlx.に比Ｌ、１２間走などの持久走は心理的●因が多分Sこ関与する自薦があり、Ｌ

だ､う:･で、'｡･･－:j･のS?分や･s4ベーク・ｙなどの幽を考１て。１回の盧價で12なく２一目の威●の方を樵

lf!LたJjがOS11ス苧ッヅ９ｚ１との相関を高くＬたかもしれないことを想定させた。

　･'ISI･スラ、･y･･xトが鴎一興隠？スト|こ比して、全身持久挫の評価１いう１で精度が高いことli明ら

かであるが、|肖岩を溜池jiの閣閣から比較して。０ＳＵヌチ・プテヌ１の鍾点と利息と考ｉられるJaをあ

げるなl'･jは･、次のことがあげられる。

　儒が､jy 1.て.CD運動１休息の反復がやゝ・隷である。ｅ・息になると？ヌ１時間がｌｓ分とやゝ長い。

ａ持久力li優れた人で11有一が●打ち|こなる。－脈拍の鐘堂が運動のｓ秒後で、かつ傷回であり。義歯の

吻力が大きい。などがあげられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－6－
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ｓ）阿久津弗ｌ、渡一階（１９７４）馬テ・ヅテヌトに畠紗碁置拍畿趣意の頷盛について

　　　　　　　　　　　　　体育科挙（２）、●１－●Ｓ

６）ＫｕｒｕｅＩ Ｒ．Ｌ ●ｔ皿１．（ｌｇ●９１Ｃ自lstru｡ti。r。1.｡｡♭。.zizl.l

　　　Clydl･●･･cllll lt･l t･lt.　R●・. Q●･it.40（n11S

7）C・tt･u，D，』（1●711A ●adlfi・d ・t･p t･lt far lrl●p

　　　C●rdlav･皿all●r t･･tinl.　a･・.QI●rt　42（1）91－95

al中平‐Ｃ１９７２１蜜鮪ｘテ．ヅタｘ１１こよる健纒纏鮑楡・に･ｺいて

　　　　　　　匍２Ｓ回日本仙冒孝●発表抄●３１６

９）岩波力仙（１９７？）大孝生ｌ子|こ篤行Ｌた・･･イｔ州宜大孝スチｆヅ？ｚ１の楡封

　　　　　　　　植２ａ回８本体育孝一発表捗偏４６２

１０ｊ 片圖癩畠他（１９７６）ステ・ヅ？ｘ１の胃楡討|ごーする研究Ｃ４）ＯＳＵヌテ．ヅ？ヌ1

　　　　　　　　･.変法ｎご･ついて　日本臨育孝●千渡座菌佃●励表

ｎｊ片一息歯仙｛１９７９｝命身持久性の静価座とＬての変廸ＯＳＵヌ予．ヅタヌｂの蕃一睡

　　　　　　　　縮３Ｕ回日案休涜皐●大会号４６７

１２ｊ Ｃｏａｉ●ｔ，Ｋ．・Ｃ１９６Ｓ）Ａ●●凰l働　af is●●1●|･l s●xi加●1自軍ｙｙｅｌ ｌ●ｔｉｋ●．

　　　　　　　　　　　　ＪＡＭＡ ２０３（３）ＩＳＳ

13）D･・littl･？.L・t ・l.（19aS）？1･ tw･lw･・ mjut● rln-・･lk

　　　　te●l of e●rdia-l●●ply●llty fltt･●ll ef adal●●e●･t blyl.

　　　　　　　　　　　　　　　　　RII，Q･･rt.39:4SI

14）浅羅鐙鐘（１９７４）’Ａ･ｒ･ｂｉ･。’ａｉＡＩこ適用する機会の１・３の闇�に･ｺいて

　　　　　　　　　　　　　畑澗斜李　２：１０１　　．

ＩＳ）Å自ｔｒｌｎｄ 。１・ｔ ａｊ．１１９●ａｌ】ａｔ。ｙ。ｉｔｔ｡ｎｔ。。。｡ｕｌ●ｌｗ｡,ｋ

ａ

　　　　　　　　　　　　　Alt･・ piy●111.Selld.IS:44S

IS J Chrllt●u｡nl.R.1●】｡11960】llt●rsltt･nl ●nd enltllu｡u.

　　　　　　　　　　　　rulll●g　Aets･ 11ysjlj.Se●･d.50:219

17J阿久津柘ｌ他（１９６１）産屋麗畿の運一生履拳的研完　一遍酋強度１ａ俯乳鵬の鏑長|こ

　　　　　　　　　　　　　　　　りいて一　　休力糾零　ｌａ（２Ｊ １４●
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